
　
松
本
零れ
い

士じ

先
生
　
今
年
も
お
か
え
り
な
さ
い

～
零
士
ワ
ー
ル
ド
in
大
洲
～

　

漫
画
家
の
松
本
零
士
先
生
が
、
両
親

の
出
身
地
で
あ
り
戦
時
中
の
疎
開
先
で

も
あ
っ
た
大
洲
市
に
帰
郷
し
、
10
月
15

日
㈯
、
16
日
㈰
に
「
零
士
ワ
ー
ル
ド
in

大
洲
」
と
題
し
た
イ
ベ
ン
ト
が
市
内
各

所
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
に
先
駆
け
、14
日
㈮
に
は
、

疎
開
先
の
新
谷
地
区
瑞ず
い

安あ
ん

寺じ

近
く
に
建

て
ら
れ
た
記
念
碑
の
除
幕
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

15
日
は
「
銀
河
鉄
道
９
９
９
作
品
展
」

開
幕
式
が
お
お
ず
赤
煉
瓦
館
で
開
か

れ
、
松
本
先
生
は
集
ま
っ
た
フ
ァ
ン
ら

を
前
に
、
作
品
制
作
当
時
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
な
ど
を
語
り
ま
し
た
。
ま
た
新
谷
地

区
堤
防
沿
い
で
は
、
長
さ
99
・
９
㍍
の

テ
ー
ブ
ル
食
事
会
と
イ
ラ
ス
ト
審
査
会

が
開
か
れ
、
参
加
者
は
先
生
と
過
ご
す

時
間
を
そ
れ
ぞ
れ
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

先生の幼少期を描いた石碑

上：制作秘話も披露された
左：２

にいや

18人が参加した食事会

　

16
日
に
は
、「
松
本
零
士
ト
ー
ク
シ

ョ
ー
」
や
「
か
と
う
れ
い
子
ミ
ニ
コ
ン

サ
ー
ト
」、「
Ｊジ

ャ

ク

サ

Ａ
Ｘ
Ａ
（
宇
宙
航
空
研

究
開
発
機
構
）
講
演
会
」
が
リ
ジ
ェ
ー

ル
大
洲
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

松
本
先
生
は
そ
れ
ぞ
れ
の
イ
ベ
ン
ト

で
「
新
谷
の
山
や
川
を
見
る
と
心
が
落

ち
着
く
。
や
は
り
私
の
心
の
ふ
る
さ
と

だ
」
と
話
し
、
久
し
ぶ
り
に
お
と
ず
れ

た
大
洲
市
の
風
景
を
懐
か
し
む
よ
う
に

眺
め
て
い
ま
し
た
。

　えひめいやしの南予博2016　イベントを同時開催

　えひめいやしの南予博２016コアイベント「南予収穫祭サローネ・デル・
ナンヨ」が10月 7 日㈮～ 9㈰の ３日間にわたり開催されました。
　初日の 7日は、リジェール大洲で南予産品商談会があり、全国から
集まったバイヤーと南予の生産者が商談を行い、食材の宝庫である南
予地域をＰＲし販路の開拓につなげました。また、 8日には前日の商
談会に参加したバイヤーが生産現場を視察し、生産者は商品の特長や
魅力をアピールしました。
　最終日の 9日には、サローネ・デル・ナンヨと第 7回大洲産業フェ
スタ２016が、愛たい菜駐車場などで同時開催され、市内の企業による
商品販売や展示のほか、クイズ大会や特産品が当たる抽選会もあり、
来場者は大洲の「ええモン」と南予の「うまいモン」を楽しみました。

～南予収穫祭サローネ・デル・ナンヨ＆第 7回大洲産業フェスタ2016～

視察先での生産者による説明

生産者とバイヤーによる商談会

盛り上がったええモン抽選会大分県からも参加「ごんぼの会」
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音楽の素晴らしさを感じる一日
　第61回大洲市民音楽祭が11月 6 日㈰、大洲市民
会館で開催されました。
　発表会の前に第３6回大洲市民文化祭ポスター表
彰式があり、最優秀賞に選ばれた粟津小学校 5 年
生岡

おか

花
ばな

桃
もも

音
ね

さんに賞状と記念品が贈呈されました。
　発表会は洋楽と邦楽の ２部構成で行われ、市内
のコーラスグループをはじめ高校の吹奏楽部や音楽
愛好家などが日ごろの練習の成果を発表しました。

　平成２8年度大洲市戦没者・消防および公務殉職
者合同追悼式が10月２7日㈭、大洲市民会館で行わ
れました。
　３40人が参列した追悼式で清水市長は、「平和で豊
かな国際社会の確立に向け努力していきたい」と式
辞を述べました。参列者は英霊に対し黙とうをささ
げ、遺族代表の藤

ふじ

髙
たか

京
きょう

香
か

さんが、「平和の大切さを
これからも伝えていきたい」とあいさつしました。

連携プレーで男性救出
　長浜町出海の漁港で海に転落した男性を連携し
て救助したとして、10月17日㈪、出海地区の山口
祐
ゆう

喜
き

さんをはじめ、 5人に大洲地区広域消防事務
組合から感謝状が贈呈されました。
　第一発見者の山口さんは「 9月２5日㈰の夜10時
ごろ、釣りに行こうとしたら、海からうめき声が
して驚いた。すぐに知人に連絡し、短時間のうち
に協力して助けることができてよかった」と話し
ました。

リサイクル活動へ感謝状
　平成２8年度アルミ缶回収優秀校として、肱川小
学校が10月18日㈫に、大洲北中学校が10月２1日㈮
に、アルミ缶リサイクル協会からそれぞれ感謝状
と記念品の贈呈を受けました。
　この表彰はアルミ缶回収活動が特に優れている
と評価された学校に贈られるものです。回収によ
り得たお金は、各校でさまざまな活動に有効利用
されています。

平成28年度大洲市戦没者・消防
および公務殉職者合同追悼式
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長浜高校「チーム・ニモ」が特別賞
　今年 7月にシンガポールで開催された「グローバ
ルリンク・シンガポール２016」で科学部門特別賞を
受賞した長浜高等学校 ３年の重松夏

か

帆
ほ

さんと山本
美
み

歩
ほ

さんが10月３1日㈪、市役所を訪問しました。
　アジア地域の中高生が研究成果を競うこの大会
で、クラゲの学習能力と予防クリームの試作につ
いての研究を英語で発表した二人は、研究内容と
大会の様子を清水市長らに報告しました。

　国際ソロプチミスト大洲による図書の贈呈式が
10月18日㈫、徳森保育所で行われました。この事
業は、心豊かな子どもの成長を願い、各保育所で
毎年実施されています。
　絵本の読み聞かせの後、藤岡貴

き

美
み

子
こ

会長から「本
を読んで大きく育ってください」と絵本２8冊が贈
呈され、愛顔で受け取った児童は「ありがとうご
ざいます」とお礼の言葉を述べました。

　
晴
天
に
恵
ま
れ
て
　
大
洲
ま
つ
り
・
お
お
ず
浪
漫
祭

　

大
洲
ま
つ
り
・
お
お
ず
浪
漫
祭
が
11

月
２
㈬
・
３
日
㈭
、
肱
南
・
肱
北
地
区

な
ど
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
日
㈬
に
行
わ
れ
た
大
名
行
列
で

は
、
荘
厳
な
雰
囲
気
の
な
か
歩
き
な
が

ら
雅
楽
を
演
奏
す
る
「
道み
ち

楽が
く

」
が
復
活

し
、
沿
道
に
集
ま
っ
た
観
客
の
目
と
耳

を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　

３
日
㈭
は
緑
地
公
園
で
「
お
ま
つ
り

村
」
が
開
催
さ
れ
、
郷
土
芸
能
の
発
表

会
の
ほ
か
、た
く
さ
ん
の
露
店
が
並
び
、

家
族
連
れ
な
ど
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

ま
た
、お
は
な
は
ん
通
り
周
辺
で
は「
お

お
ず
浪
漫
祭
」
が
開
催
さ
れ
、
来
場
者

は
紙
芝
居
や
バ
ナ
ナ
の
た
た
き
売
り
な

ど
、
レ
ト
ロ
な
町
並
み
で
昔
懐
か
し
い

祭
り
を
体
験
し
て
い
ま
し
た
。

たくさんの絵本をありがとう
～図書贈呈式・徳森保育所～
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おおずニュース

　
肱
川
橋
で
お
別
れ
イ
ベ
ン
ト

　
「
肱
川
橋
は
大
騒
ぎ
！！
〜
あ
り
が
と

う
４
代
目
〜
」
と
題
し
た
イ
ベ
ン
ト
が

10
月
30
日
㈰
、
１
０
３
年
の
役
目
を
終

え
て
取
り
壊
し
が
始
ま
っ
て
い
る
４
代

目
肱
川
橋
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
飲
食
店

な
ど
23
店
舗
が
橋
の
上
に
並
び
、
多
く

の
家
族
連
れ
な
ど
で
に
ぎ
わ
い
ま
し

た
。
大
洲
藩
鉄
砲
隊
の
演
武
で
盛
大
に

開
会
し
た
後
、
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
、
肱
南
地
区
・
肱
北
地
区
の
住
民
が

そ
れ
ぞ
れ
紅
白
に
分
か
れ
、
対
抗
で
運

動
会
競
技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
年
代
別

リ
レ
ー
や
三
輪
車
レ
ー
ス
、
大
綱
引
き

な
ど
で
は
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
が

橋
の
上
と
い
う
珍
し
い
場
所
で
白
熱
し

た
勝
負
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　平成28年度大洲市保育所・私立幼稚園食育コンクールを開催
　食育について楽しく考え、意識を高めることを目的とし、市内の 4 歳児クラス以上の入所児童を対象とし
た食育絵画を募集しました。厳正なる審査を経て、入賞した作品を紹介します（応募総数4３5点）。

４
歳
児
ク
ラ
ス
部
門

５
歳
児
ク
ラ
ス
部
門

【銀　賞】【金　賞】

「お野菜 食べたよ！！」
政
まん

所
どころ

　蓮
れん

斗
と

さん
（長浜保育所）

「ぼくの てりょうり おいしいよ。」
中野　次

じ

元
げん

さん
（新谷保育所）

【銅　賞】

「なつやさい　だぁ～いすき！」
滝野　由

ゆ

惟
い

さん
（肱川保育所）

「なつのおもいで ♡」
速見　健

けん

太
た

さん
（三善保育所）

「いっぱい　たべた～い！」
加藤　秀

しゅう

明
めい

さん
（大洲保育所）

「いっしょにたべるとおいしいね」
濱田　美

み

羽
う

さん
（肱南保育所）

【銀　賞】【金　賞】 【銅　賞】

　

ま
た
、
橋
の
欄
干
や
歩
道
に
は
地
域

住
民
に
よ
る
橋
へ
の
感
謝
な
ど
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
書
か
れ
、
参
加
者
ら
は
別
れ

を
惜
し
む
よ
う
に
、
思
い
出
の
場
所
で

記
念
撮
影
を
し
て
い
ま
し
た
。

白熱した三輪車レース 欄干に書かれたメッセージ
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防災シリーズ　№16

　「
大
洲
市
災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り
条
例
」
を
制
定
し
ま
し
た

（
平
成
28
年
９
月
14
日
制
定
）

　

東
日
本
大
震
災
や
熊
本
地
震
な
ど
の

大
規
模
災
害
を
想
定
し
、
防
災
対
策
に

つ
い
て
市
民
、
自
主
防
災
組
織
、
市
の

役
割
を
明
ら
か
に
し
、
自
発
的
な
防
災

活
動
の
促
進
を
図
り
、
災
害
に
強
い
地

域
づ
く
り
を
目
指
す
た
め
に
、
次
の
内

容
の
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

【
基
本
理
念
】

第
１　

 　
「
自
助
」
＋
「
共
助
」
＋
「
公

助
」で
被
害
の
最
小
化
を
図
る
。

第
２　

 　
「
過
去
の
災
害
の
教
訓
」+

「
新
た
な
科
学
的
知
見
」
を
も

と
に
常
に
改
善
を
行
う
。

【
市
民
の
役
割
】

　

自
ら
災
害
に
備
え
、
自
発
的
に
防
災

訓
練
に
参
加
し
、
過
去
の
災
害
の
伝
承

に
努
め
る
。

【
自
主
防
災
組
織
な
ど
の
役
割
】

　

自
分
た
ち
の
地
域
を
自
分
た
ち
で
守

る
た
め
に
、
災
害
に
よ
る
被
害
を
予
防

し
た
り
、
軽
減
し
た
り
す
る
活
動
を
行

う
。

【
市
の
役
割
】

　

市
民
の
生
命
、
身
体
お
よ
び
財
産
を

災
害
か
ら
守
る
よ
う
努
め
る
。

【
災
害
時
の
行
動
】

　

市
民
は
、
避
難
勧
告
な
ど
の
指
示
に

従
っ
た
行
動
に
努
め
る
。

　

地
域
は
、
地
域
の
情
報
収
集
、
避
難

誘
導
、
救
護
活
動
な
ど
に
努
め
る
。

【
防
災
活
動
の
支
援
】

　

市
は
、
自
主
防
災
組
織
が
行
う
防
災

活
動
を
支
援
す
る
。

　

市
は
、
避
難
行
動
要
支
援
者
の
避
難

支
援
に
関
す
る
助
言
や
名
簿
の
情
報
を

提
供
す
る
。

※ 

今
後
、
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
情

報
の
具
体
的
な
提
供
方
法
に
つ
い
て

も
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

危
機
管
理
課　

☎
㉔
１
７
４
２

大
洲
消
防
署　

☎
㉔
０
１
１
９

文化財
百
ひゃく

万
ま ん

塔
と う

　添
そ え

 経
きょう

本
ほ ん

　１基
大洲市有形文化財（工芸品）
如
に ょ

法
ほ う

寺
じ

所蔵（市立博物館保管）

　如法寺に伝わる百万塔は、
天
てん

平
ぴょう

宝
ほう

字
じ

8年（764）、恵
え み の

美押
おし

勝
かつ

（藤
ふじ

原
わらの

仲
なか

麻
ま

呂
ろ

）の乱の後、称
しょう

徳
とく

天皇の発
ほつ

願
がん

によ
って造られた100万基のうちの一つです。
　木でつくられた三重の小塔は、興

こう

福
ふく

寺
じ

、東
とう

大
だい

寺
じ

、
法
ほう

隆
りゅう

寺
じ

など10の官
かん

寺
じ

に置かれましたが、現存するも
のでは、法隆寺の約45,000基が最も多く、全国各地
の個人や博物館にも伝来しています。本塔の高さは
２1㎝と小さく、空洞となっている内部には、陀

だ

羅
ら

尼
に

の経本 ２巻が収められています。明治41年（1908）
に大洲の実業家須内実

じつ

三
さぶ

郎
ろう

が奈良の法隆寺から譲
与された後、如法寺に納められたものです。
　当市にはこのほか、大洲高等学校にも1基伝来し
ており、市の指定文化財となっています。

（平成 4年10月２7日指定）

野　鳥
サンカノゴイ（山家五位）
ペリカン目　サギ科
全長76㎝

　ユーラシア大陸の中央部で生息して、本州北
中部でも少数が繁殖しています。トラの毛のよ
うな模様で、枯れかけたアシが一面に生えた平
地に溶け込み、人が近寄ると首を伸ばして直立
不動の体勢をとるため、大きくずんぐりとした
体形でありながら、発見されることはめったに
ありません。また、絶滅危惧種に指定されていて、
アシの平原の減少で数をさらに減らしています。
　最近は河川工事も頻繁に行われ、人の生活や
安全対策は向上しましたが、自然復元型の工法
を取り入れるなど、国土を緑化する方向に進め
ば、ほかの生き物たちにも幸せな未来が開ける
ような気がします。

ＮＰＯ法人かわうそ復活プロジェクト㋟
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　今年もいよいよ残りわずかとなりました。みなさ
んいかがお過ごしでしょうか。
　今年の大洲を振り返ってみると、何といっても「え
ひめいやしの南予博２016」ではないでしょうか。大
洲の住民が、大洲を楽しんでほしい、知ってほしい
という気持ちで、自ら考えたイベントを数多く開催
しました。
　これからも、私たちは大洲の情報をクイズにして魅
力を発信していきます。来年もよろしくお願いします。

大洲商工会議所青年部　大洲ご当地クイズ
【先月号のクイズの解答・解説】
　地元の住民による肱川あらしを予報するサイト。
運営団体名は何でしょうか。

①　肱川あらし予報会
②　肱川ラーメン大好き会
③　長浜商工会

答え…①

解説…今年は気温が高い日が続いたため、肱川あら
しの発生が例年よりも ２～ ３週間ほど遅かったです
が、11月 4 日㈮に無事発生しました。肱川あらし予
報会では、漁船に乗って海側から肱川あらしを見る
プログラムを行ってい
ます。参加するには事
前登録が必要です。ぜ
ひ一度、肱川あらしの
神秘を体験してみては
いかがでしょうか。

【今月のクイズ】
　「えひめいやしの南予博２016」
で大洲で行われた自主企画プロ
グラムの数はいくつでしょうか。

　①　1２

　②　２1

　③　３３
※ 今月のクイズの答えは、広報大洲1月号に掲載します。

平成２7年度「大洲市地域づくり表彰」を受賞されたみなさん（ ３団体）を、シリーズでご紹介します。

シリーズ・大洲市地域づくり表彰
「
楽
し
む
こ
と
が
一
番
」

　

長
浜
婦
人
会
は
40
年
以
上
の
歴
史

が
あ
り
、
現
在
は
２
０
７
人
で
活
動

し
て
い
ま
す
。
長
浜
港
湾
緑
地
の
植

栽
や
清
掃
活
動
の
ほ
か
、
通
学
路
で

子
ど
も
た
ち
の
見
守
り
隊
、
毎
月
第

３
土
曜
日
に
開
か
れ
る
「
赤
橋
自
由

空
間
」
で
の
出
店
な
ど
、
地
域
活
動

に
積
極
的
に
参
画
し
て
い
ま
す
。

　
「
元
気
で
明
る
く
楽
し
も
う
」
を
モ

ッ
ト
ー
に
、
民
謡
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
な

ど
４
つ
の
グ
ル
ー
プ
活
動
も
盛
ん
に

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
年
度
初
め
に
は
、

会
員
同
士
の
新
し
い
人
間
関
係
づ
く

り
を
目
的
と
し
た
親
睦
旅
行
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
毎
年
多
く
の

参
加
者
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
る
新
年

会
で
は
、
各
グ
ル
ー
プ
活
動
の
発
表

も
あ
り
ま
す
。

　

長
浜
婦
人
会
の
会
員
は
熱
心
で
、

と
て
も
協
力
的
で
す
。
私
た
ち
が
精

力
的
に
活
動
す
る
こ
と
で
、
地
域
の

さ
ま
ざ
ま
な
団
体
も
連
携
し
て
、
地

域
貢
献
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

清
掃
活
動
な
ど
を
し
て
い
る
と
、

地
域
の
人
か
ら
「
い
つ
も
あ
り
が
と

う
」
と
い
っ
た
声
を
か
け
て
い
た
だ

き
ま
す
。
そ
の
感
謝
の
言
葉
が
何
よ

り
の
や
り
が
い
で
、
原
動
力
に
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
子
ど
も

か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な

人
が
元
気
で
明
る
く
過
ご
せ
る
よ
う
、

活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。

長浜婦人会

（会長 賴
より

永
なが

　砂
さ

代
よ

子
こ

さん）

ガザニアの植栽活動（長浜港湾緑地）
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